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Heartful DATE

地
域
で
共
に
生
き
る

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
本
会
も
合
併
後
、
二
〇
二
〇
年
一
月
で

十
四
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
二
度
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
お
き
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
き

な
力
と
、
身
近
な｢

互
助
・
共
助｣

の
絆
も
至
る
と

こ
ろ
で
発
揮
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
き
ま
し
て
も
、

｢

福
祉
共
育｣
を
重
点
と
し
、｢

共
生
型
社
会｣

を
目

指
し
、
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

木 

谷 

直 

人



み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

　
台
風
19
号
の
豪
雨
水
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
協
で
は
、
10
月
15
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の
27
日
間
、
伊
達
市
梁
川
総
合
支
所
に
お
い
て
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
11
月
11
日
か
ら
は
通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ

り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
生
活
再
建
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
で
は
、
市
の
要
請
に

基
づ
き
、
社
協
を
中
心
に
様
々
な
団

体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
各
団
体
と
役

割
分
担
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
対
応

策
を
練
り
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
走
り
だ
し
ま
し
た
。

役
割
分
担
と
し
て
は
、
広
報
・
調

査
で｢

ブ
リ
ッ
ジ
・
フ
ォ
ー
福
島｣

の
方
々
、
送
迎･

資
材
は｢

だ
て
青

年
会
議
所｣

の
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
、

姉
妹
都
市
の
千
葉
県
白
井
市
社
協

と
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
市
町
社
協
の

方
々
が
運
営
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
割
振

り
）
や
拠
点
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト
を
担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
般
の
水
害
で
最
高
床
上
２
ｍ
も
の

浸
水
住
宅
が
集
中
し
た
梁
川
地
域
の
初

期
対
応
に
は
、
高
校
生
・
大
学
生
を
は

じ
め
、
保
護
者
と
と
も
に
中
学
生
も
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
も
土
日
・
休
日
と
駆
け
つ
け
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
皆

様
の
温
か
い
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
へ
ー

「
感
謝
」そ
の
言
葉
に

　
　
　
　
　
つ
き
ま
す（
会
長
よ
り
）

＊
協
働
型
で
ス
タ
ー
ト

市
内
の
住
家
の
約
1
，
1
6
0
棟

が
浸
水
被
害
を
受
け
、
特
に
、
梁
川

川
北
地
区
の
約
4
0
0
世
帯
の
ほ
と

ん
ど
が
昭
和
61
年
の
8
･
5
水
害
以

上
に
浸
水
し
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

発
災
の
初
期
は
、
支
援
ニ
ー
ズ
（
要

請
）
を
居
住
家
屋
重
点
に
広
報
・
調

査
し
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
の
優
先
づ
け
が
難
し
く
、
初
動
の

2･

3
日
間
は
、
梁
川
高
校
生
達
に

ロ
ー
リ
ン
グ
（
被
害
集
中
地
域
を
一

軒
ず
つ
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
休
日
と
な
る
10
月
20
日

＊
災
害
初
期
の
ニ
ー
ズ
対
応

若い力で行って来ます！

連合中央の皆さんは 20 名チームで 8 日間連続活動

9:00 朝の
送り出し

ALL
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須田市長からの激励

「伊達市にボランティアで来てよかった」と思っても
らえる環境づくりに心がけ、現地近くへの送迎と拠
点での資材出しも行いました。
遠方は、北海道・熊本や大阪・東京・神奈川、東

北では青森や隣県山形、また震災つながりで浪江町、
地元からも11回も活動された方がおいでです。
後半は、すっかり顔なじみとなっていました。

ボランティアリピーターも増えました
夕方 木谷会長が感謝の言葉とともに

ボランティアの皆さんをお出迎え

日
々
の
経
過
と
と
も
に
寿
セ
ン

タ
ー
等
へ
避
難
し
な
が
ら
、
何
日
も

の
片
づ
け
に
疲
労
を
隠
せ
な
い
住
民

も
増
え
て
く
る
中
、
大
量
の
災
害
ゴ

ミ
の
運
搬
が
追
い
つ
か
ず
道
路
等
に

山
積
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
10
日

間
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
入
れ
な

か
っ
た
住
宅
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
踏

み
き
る
な
ど
、
自
治
会
や
民
生
児
童

委
員
の
方
々
の
声
を
聞
い
て
調
整
を

図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

＊
被
災
者
の
疲
労
も
続
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
協
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
す
る

中
、
自
分
の
意
思
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
自
然
に
取
り
組
む
若
い
世
代
の
存

在
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
か
ら
も｢

家
は

こ
こ
ま
で
で
い
い
よ
。
も
っ
と
大
変

な
お
宅
に
行
っ
て
あ
げ
て｣

と
い
う

思
い
や
り
の
言
葉
や
、
後
半
に
は
近

隣
の
町
内
会
か
ら
支
援
し
た
い
と
い

う
共
助
の
声
も
出
て
き
て
、
ま
さ
に

オ
ー
ル
伊
達
市
の
広
が
り
を
感
じ
ま

し
た
。

＊
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観

全国から 約 1,500 人もの

ボランティアが伊達市へ

延べ 265 件の被災宅で支援

に
は
、
2
0
0
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
結
し
、
35
世
帯
へ
出
向

き
、
重
さ
が
倍
以
上
に
も
な
っ
た
畳

や
家
具
の
搬
出
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

午前・午後 2 時間ずつ
行うボランティア活動
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伊達市ボランティアセンターへのご協力
ありがとうございました！

●ボランティアセンター運営支援
【団体】
・（一社）Bridge…for…Fukushima（ブリッジ・フォー・福島）
・だて青年会議所　・保原町商工会青年部
・NPOにいがた災害ボランティアネットワーク
・NPOやまがた絆の架け橋ネットワーク
・…（一社）日本インターナショナル・サポート・プログラム
　（宮城県）

【社会福祉協議会】
・福島県社会福祉協議会 ・宝塚市社会福祉協議会
・奈良県社会福祉協議会 ・姫路市社会福祉協議会
・兵庫県社会福祉協議会 ・西宮市社会福祉協議会
・神戸市社会福祉協議会 ・上郡町社会福祉協議会
・相生市社会福祉協議会 ・白井市社会福祉協議会
・明石市社会福祉協議会

●ボランティアセンター支援物資
　（タオル・雑巾等）

・工房おりおり（福島市）
・同仁社
・山崎聡子（伊達市）
・相生市社会福祉協議会（兵庫県）
・御殿場市社会福祉協議会（静岡県）
・古川桂二（静岡県）
・大阪市友渕中学校（大阪府）
・菅野均（福島市）
・白井市社会福祉協議会（千葉県）
・鎌田小学校（福島市）
・ピースウィンズ・ジャパン（広島県）

●被災世帯の清掃等ボランティア
【団体】
・梁川高等学校
・日本労働組合総連合会
・連合福島
・福島信用金庫
・福島大学災害ボランティアセンター
・見附市役所（新潟県）
・ふくしまティーチャリングツアー
・梁川方部民生児童委員協議会
・市町村対抗野球伊達市代表チーム
・福島県公務員有志（県庁）
・（株）AC福島ユナイテッド
・（株）富士通アイソティック
・明治安田生命　保原営業所
・秋田県曹洞宗青年会
・札幌新陽高校
・NPO法人　京都子どもセンター
・自然電力（株）
・（一社）星つむぎの村
・ＮＥＣプラットフォームズ労働組合
・梁川桜町町内会

●炊き出し・その他のボランティア
【団体】
・ふくしま未来農業協同組合伊達地区女性部
・梁川町赤十字奉仕団
・ハイジュニックビューティ（梁川）
・ふくしま未来農業協同組合伊達地区女性部
　梁川総合支部
・月舘町赤十字奉仕団
・伊達市梁川婦人会

（市外のみ表記）（敬称略：受付順）
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秋・冬季の
事業

11 月〜 12 月にかけて
実施した地域福祉事業
を紹介します

コープマート梁川店

ミ
ニ
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
梁
川
）

10
5

ヨークベニマル伊達店

伊
達
赤
十
字

奉
仕
団

11
24

ファンズ霊山店

ミ
ニ
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
霊
山
）

10
27

ヨークベニマル保原店

コープマート保原店

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
保
原
）

10
6 赤い羽根共同募金

街頭募金を
実施しました

たくさんの善意を
ありがとうございます

市
内
で
活
動
し
て
い
る
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
の
川
本
輝
子
先

生
を
お
迎
え
し
、「
調
理
作
業

に
あ
た
っ
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
衛
生
管
理
の
講
話
や

調
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
・
お
正
月
に
簡
単
に
作
れ

る
メ
ニ
ュ
ー
で
と
て
も
参
考

に
な
っ
た
」
と
大
変
好
評
で

し
た
。

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
（
30
名
）

伊
達
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
ほ
ろ
ば

マ
ジ
ッ
ク
に
よ
る
手
品
や
大
道
芸

を
楽
し
ん
だ
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
て
手
作
り
の
昼
食
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
一
枚
一
枚
手
縫
い
し
た
ふ
き
ん

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
食
会（
28
名
）

伊達

月
舘
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま

ゆ
り
で
開
催
。
月
舘
認
定
こ
ど
も

園
の
可
愛
ら
し
い
園
児
た
ち
と
交

流
し
、
昼
食
は
民
生
委
員
の
皆
さ

ん
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
特
製
芋

煮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
体
と

心
に
た
っ
ぷ
り
の
栄
養
を
補
給
で

き
た
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

芋
煮
会（
23
名
）

月舘

12
12

12
5

12
3

11
8霊

山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
臼

の
里
で
開
催
し
、
福
祉
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
も

ひ
め
隊
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
頭
と
身
体
を
動
か
し
ま
し

た
。
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り

の
昼
食
を
楽
し
み
、
充
実
し
た
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
食
会（
43
名
）

霊山
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　月舘町御代田３番組の皆さんで構成されたサロン

です。活動の始まりは、伝統を次世代に残す取り組

みであるグリーンツーリズムから。米を粉にして蒸

したりつきあげたりと手間暇のかかる「まゆだんご」

を伝承したいという思いをお持ちです。手作りこん

にゃくや味噌なども丁寧に作っています。他にも手

芸や生け花、体操など様々な活動を楽しんでいます。

来られる時にまざらんしょ
　日中に活動しているサロンが多い中、こちらの定

例会は夜の 7時から開催されています。サロンのメ

ンバーは日中仕事をしている人が多いので、集まり

やすい時間に設定されているそうです。それでも日

程によっては都合がつかない日もあります。「先ずは、

自分の仕事、そして、家庭優先！というのが我が会

のモットー」とおっしゃるのは、代表の森キヨ子さん。

家庭や仕事を大切にし、家族に快く送り出してもらっ

てサロンで楽しめるようであってほしい。来られる

時に気軽に『まざらんしょ』と普段から話している

そうです。メンバーの生活を第一に考えているから

こそ、安心して参加できるのですね。

旦那さま達も協力的な場所
　地域のイベントにサロンとして出店することもあ

ります。まざらんしょ会の皆さんが腕によりをかけ

た豚汁は毎回大好評で、キレイに完売！となるそう

です。実は、その蔭にはメンバーの旦那さま達の協

力があり、とても助かっていると皆さん口々におっ

しゃいます。日頃か

ら家庭を大切にして

いるサロンなので、

いざという時に家族

が快く協力してくれ

るのも、まざらんしょ会の特徴です。そこで、感謝

をこめて年一回は旦那さま達も一緒に懇親会を開催

し、コミュニケーションを図っています。

地域をつなぐ皆の力
　メンバーに困りごとが起きた時、「お互い様だか

ら。」と協力してくれる大事な仲間。とても頼りに

なる存在のようです。日々の楽しいサロンは、地域

が仲良く、ギュッと手を繋ぐきっかけにもなってい

るのですね。

『さあさ、あんたもまざらんしょ！』

次回はボランティアにインタビューです
お楽しみに！！

連載 サロンにインタビュー ! NO.8

活動開始 : 平成 20 年 4 月
活動場所 :   御代田地区交流館
会 員 数 : 13 名
代　　表 : 森　キヨ子 さん

まざらんしょ会
意味：あなたも仲間に入ろう！
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美
音
ま
さ
や
秋
祭
り

実
行
委
員
会
様

梁
川
町
民
謡
舞
踊

カ
ラ
オ
ケ

発
表
会

実
行
委
員
会 

様

福
島
ヤ
ク
ル
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

令和元年10月  1日～
令和元年11月30日受付分（順不同）

　地域の福祉事業に
活用してもらいたい
と伊東寂光様（月舘
糠田）から玄米 90
キロをいただきまし
た。本会が実施する
高齢者等の事業にお
いて大切に活用させ
ていただきます。

　一般財団法人　生命保険協会福島県協会から福祉巡回
車両が寄贈されました。同協会が社会貢献活動の一環と
して行った募金活動で集めた浄財で購入した車両です。
　社協機動力の一助と
して、また、市民の皆
様の福祉増進に役立て
てもらえればとのお話
しがありました。
　本会の地域福祉発展
のため有効に活用させ
ていただきます。

お米をご寄付
いただきました
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福祉巡回車両を
いただきました
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今
回
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
人
と
の
「
出
逢
い
」
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
を
「
恋
愛
」

に
例
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
個
人

的
に
は｢

友
情｣

に
近
い
か
と
。

困
っ
た
時
に
駆
け
つ
け
、
さ
り

げ
な
く
で
き
る
こ
と
を
や
り
、
ま

た
さ
り
げ
な
く
去
る
ー
そ
ん
な
素

敵
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伊
達
市
に

も
大
勢
集
ま
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

ま
た
こ
こ
へ
訪
れ
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を

し
な
が
ら
、
今
度
は

私
達
も
Ｌ
ｅ
ｔ
，
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

行 事 予 定
内容についてはホームページでもご覧になれます

日　付 曜日 事　　業　　名 開催地域または会場

1 月

17 金 出張ボラセン（月舘） ぼっこカフェ

23 木 復興支援サロン
げんきが～い 保原中央交流館

27 月 ボランティア基礎講座① 月舘保健福祉センター　
やまゆり

29 水 保原サロンの会 保原中央交流館

31 金 月舘サロンの会 保健福祉センター
やまゆり

2 月

3 月 ボランティア基礎講座② 月舘保健福祉センター　
やまゆり

6 木 集まれ！ボランティア 保原市民センター

10 月 ボランティア基礎講座③ 月舘保健福祉センター　
やまゆり

13 木 梁川サロンの会①
（山舟生地区） 山舟生交流館

14 金 伊達サロンの会 伊達ふれあいセンター

17 月 ボランティア基礎講座④ 月舘保健福祉センター　
やまゆり

18 火 霊山サロンの会 霊山中央交流館

20 木 梁川サロンの会②
（その他の地区） 梁川中央交流館

26 水 梁川サロンの会③
（白根地区） 白根地区交流館

27 木 梁川サロンの会④
（梁川地区） 梁川中央交流館

ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

本　　所　☎ 576 − 4050
伊達支所　☎ 551 − 2139
梁川支所　☎ 527 − 2572
保原支所　☎ 576 − 4050
霊山支所　☎ 586 − 3463
月舘支所　☎ 571 − 1406

あ  

と  

が  

き
1月20日（月）梁川中央交流館
2月17日（月）保原中央交流館
まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

　銀行などからの借入れが困難な所得の少ない世帯を
対象とした、高校・大学等への就学に必要な経費をお
貸しする資金です。
　社協が窓口になっていますので、お気軽にご相談く
ださい。

教育支援資金のご案内

※�原則として就学する本人（学生）が借受人となり、
1名の連帯保証人が必要です。
※�他の公的融資制度が優先されますので、世帯によっ
ては先に別の相談窓口をご案内する場合があります。
　（「日本学生支援機構」奨学金・母子寡婦福祉資金�等）
※�申請から貸付まで1ヶ月程度要しますので、お早め
にご相談ください。

資金種類 教育支援費 就学支度費

資金
使途

修学に必要な経費
 ・ 授業料、参考書、学

用品、交通費、賃貸
アパート家賃 等

入学に際し必要な経費
・ 入学金、制服、教科

書等で入学時に学校
に納入する経費 等

貸付
限度額

高等学校 
 月額 35,000円以内
高専・短大 
 月額 60,000円以内
大学 
 月額 65,000円以内

500,000円以内

償還期間 卒業後6ヶ月据置期間　経過後20年以内

貸付利子 無利子（ただし、延滞利子は発生）

●貸付対象：低所得世帯・生活保護世帯

　毎年暮れに実施しておりました、一人暮らし高齢者及び二人
暮らし以上高齢者世帯へのおせち料理の宅配は、台風19号の
影響により本年度は実施しないこととなりました。
　楽しみにしていただいていた皆様には大変申し訳ご
ざいませんが、ご理解の程よろしく願いします。

歳末配食サービス中止について
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